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平
成
22
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
15
日

ま
で
の　

８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。
今
回
は
、
報
告

３
件
、
承
認
６
件
、
議
案
10
件
、
選
挙
１
件
、
請
願
１
件
、

意
見
書
１
件
、
そ
の
他
２
件
が
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
、
決
定
さ
れ
た
。
一

般
質
問
は
、
６
月
11
日
に
１
人
の
議
員
が
行
っ
た
。

　

審
議
事
項

報 

告
（
３
件
）

１
、
繰
越
明
許
費

　

小
水
力
発
電
実
証
調
査

業
務
委
託
費
２
、
６
４
０

万
円
の
う
ち
２
、
６
４
０

万
円
を
又
呉
竹
セ
ン
タ
ー

改
築
事
業
費
３
億
８
、
９

５
９
万
円
の
う
ち
３
、
９

４
７
万
円
を
又
名
神
高

速
道
路
西
明
寺
橋
緊
急
修

繕
工
事
委
託
費
１
、
５
０

０
万
円
の
う
ち
１
、
５
０

０
万
円
を
又
中
学
校
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
等
事
業
費

５
、
８
０
８
万
円
の
う
ち

５
、
８
０
８
万
円
等
を
含

む
合
計
９
件
総
金
額
１
億

５
、
７
６
６
万
円
を
平
成

�1
年
度
に
繰
越
し
て
事
業

を
実
施
。

２
、
市
町
土
地
開
発
公
社
の

事
業
及
び
財
務
諸
表

　

土
地
開
発
公
社
で
保
有

し
て
土
地
、
９
万
５
、
０

０
０
㎡
、
価
格
に
し
て
１

２
億
９
、
７
４
４
万
円
。

事
業
収
支
は
１
、
１
０
９

万
円
の
純
損
失
の
計
上
。

３
、
市
町
土
地
開
発
公
社
の

事
業
計
画
の
収
支
予
算
及

び
資
金
計
画

　

新
た
な
土
地
の
取
得
は

な
い
が
３
、
７
０
０
㎡
の

土
地
を
処
分
す
る
。
収
支

予
算
は
、
１
億
６
、
９
０

０
万
円
。

承
認
（
６
件
）

１
、
平
成
21
年
度
甲
良
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
の
専
決
処
分　
　

補
正
額△

４
、
８
６
４
万
円

全
員
賛
成

２
、
平
成
21
年
度
甲
良
町
甲

良
町
老
人
保
険
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
の
専
決
処
分

補
正
額　

△
２
４
１
万
円

全
員
賛
成

３
、
甲
良
町
税
条
例
の
一
部

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
（
３
／
31
付
）

賛
成
９
人　

反
対
１
人

４
、　

同　

右
（
５
／
31
付
）

全
員
賛
成

５
、
甲
良
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
処
分

（
３
／
31
付
）

賛
成
９
人　

反
対
１
人

６
、　

同　

右
（
５
／
31
付
）

全
員
賛
成

議
案　
（
10
件
）

１
、
平
成
22
年
度
甲
良
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

補
正
額　
　
　

７
３
万
円

全
員
賛
成

２
、
甲
良
町
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
呉
竹
住
民
セ
ン
タ
ー
」

を
「
は
ば
た
き
の
館
」
と

改
め
る
。

全
員
賛
成

３
、
甲
良
町
使
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
の
施
設
の
名
称
の
欄

中
「
1�
呉
竹
住
民
セ
ン

タ
ー
」
を
「
1�
は
ば
た
き

の
館
」
に
改
め
る
。全員

賛
成

４
、
甲
良
町
福
祉
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成

５
、甲
良
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成

６
、
甲
良
町
職
員
団
体
の
為

の
職
員
の
行
為
の
制
限
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成

７
、
甲
良
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成

８
、
滋
賀
県
自
治
会
館
管
理

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
き

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成

９
、
滋
賀
県
市
町
村
職
員
研

修
セ
ン
タ
ー
規
約
の
変
更

に
つ
き
、
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成

10
、
滋
賀
県
市
町
村
交
通
災

害
共
済
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成

選
挙
（
１
件
）

１
、
大
滝
山
林
組
合
議
会
議

員
の
選
挙

北
落　

辻
川
公
夫
氏

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成

請
願
（
１
件
）

１
、
県
立
高
校
の
統
廃
合
に

関
す
る
請
願

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成

意
見
書
（
１
件
）

１
、
県
立
高
校
の
統
廃
合
に

関
す
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成

そ
の
他
（
２
件
）

１
、
議
員
派
遣

　

議
員
の
会
議
、
研
修
等

に
派
遣
す
る
事
を
予
め
決

定
し
た
。

全
員
賛
成

２
、
委
員
会
の
閉
会
中
に
お

け
る
継
続
審
査
及
び
調
査

　

委
員
会
が
閉
会
中
に
も

所
管
の
審
査
及
び
調
査
が

で
き
る
よ
う
に
と
申
し
出

を
承
認
し
た
。

全
員
賛
成

平成 21 年度　一般会計専決補正予算の概要
◎補正額　4,864 万円の減　　補正後予算額　39 億 7,312 万円

歳

入

町 税 △２，１１３万円 町民税・軽自動車税・たばこ税
地 方 譲 与 税 △１０万円 自動車重量譲与税等の減他
利 子 割 交 付 金 △９万円
配 当 割 交 付 金 △７万円
株式等譲渡所得割交付金 ２万円
地 方 消 費 税 交 付 金 ２９５万円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 △９６３万円
地 方 交 付 税 １億２，５５８万円 特別交付税
交通安全対策特別交付金 ９万円
使 用 料 及 び 手 数 料 ７万円 督促手数料他
国 庫 支 出 金 ６６５万円 地域活性化・きめ細かなる臨時交付金他
県 支 出 金 ３１４万円 障害者自立支援給付負担金他
財 産 収 入 ３８万円 土地開発基金利子他
繰 入 金 △１億３，７１７万円 財政調整基金繰入金の減他
諸 収 入 △６２万円 放課後児童クラブ利用料の減他
町 債 △１，８７０万円 呉竹センター改築事業債の減他

計 △４，８６４万円

歳
出

総 務 費 △１８万円 総務管理費
民 生 費 △１，６５４万円 社会福祉費・児童福祉費
衛 生 費 △１，１６２万円 保険衛生費・清掃費
農 林 水 産 業 費 △２４５万円 農業費
商 工 費 △３１万円 商工費
土 木 費 △１３６万円 土木管理費・住宅費
消 防 費 △１６０万円 消防費
教 育 費 △１，３９３万円 教育総務費他
公 債 費 △６５万円 一時借入金利子

計 △４，８６４万円

平成 22 年度　６月補正予算の概要
一般会計（第１号）

◎補正額　　73 万円の増　　補正後予算額３６億６７３万円

歳
入

繰 越 金 ７３万円 前年度繰越金

計 ７３万円

歳
出

会 議 費 １１万円 証人報酬
総 務 費 ４５万円 施設備品購入他
教 育 費 １７万円 各種大会出場補助金

計 ７３万円
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西澤伸明 議員
　
　

故
村
田
局
長
の
ご
逝
去

に
際
し
て
、
改
め
て
心
中
よ

り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

突
然
の
死
去
は
さ
ま
ざ
ま
に

憶
測
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
原

因
は
断
定
で
き
ま
せ
ん
。
疑

惑
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
と

の
見
方
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
町
職
員
が

公
正
・
中
立
、
住
民
奉
仕
の

全
体
の
奉
仕
者
と
の
立
場
を

貫
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
ゆ
が
み
を
た
だ
す

必
要
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ご
遺
族
の
手
紙
も

開
会
前
に
議
長
か
ら
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

ど
の
よ
う
な
立
場
に
い
よ
う

と
も
真
相
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
こ
そ
彼
の
無
念
に
応
え

る
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

今
回
、
官
製
談
合
疑
惑
の

調
査
の
到
達
点
は
、
関
係
議

員
の
努
力
と
行
政
の
ご
協
力

で
、
私
流
の
解
釈
で
は
主
に

２
つ
の
事
実
が
解
明
さ
れ
、

２
つ
の
疑
問
点
に
絞
ら
れ
て

き
た
と
言
え
ま
す
。

　

ラ
ン
ク
区
分
の
変
更
で
、

従
来
指
名
さ
れ
な
か
っ
た
ラ

ン
ク
の
特
定
業
者
が
指
名
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

公
開
さ
れ
た
予
定
価
格
と
当

日
の
開
札
結
果
表
に
お
け
る

３
０
万
円
、
４
０
万
円
の
差

―

こ
の
２
点
で
す
。
こ
れ
は

証
人
に
よ
っ
て
提
出
を
さ
れ

た
会
話
記
録
を
ど
う
評
価
す

る
か
と
は
全
く
別
の
問
題

で
、
否
定
で
き
な
い
事
実
で

す
。
こ
の
入
札
に
か
か
わ
っ

た
関
係
者
が
進
ん
で
真
実
を

あ
り
の
ま
ま
語
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
切
に
希
望
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

　

北
川
町
政
が
不
正
を
根
絶

し
、
開
か
れ
た
町
政
へ
明
確

に
向
か
う
上
で
も
、
こ
の
事

件
の
全
容
解
明
を
進
め
る
か

ど
う
か
が
大
き
な
焦
点
だ
と

考
え
ま
す
。

　

現
時
点
で
も
落
札
業
者
と

前
町
長
ら
行
政
幹
部
が
関
与

し
た
と
強
く
推
認
さ
れ
る
状

況
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
行
政
と
し
て
競
争
入
札

妨
害
で
告
訴
、
告
発
な
ど
の

対
応
が
現
在
で
も
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
が
。
ま
た
、

談
合
情
報
が
あ
っ
た
場
合
に

提
出
を
求
め
る
誓
約
書
の
効

力
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

町
長　

３
月
議
会
の
開
会
日
に
調
査

を
す
す
め
る
百
条
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
以
降
、
今
日
ま

で
６
回
の
百
条
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
継
続
的
に
調
査
中

で
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
行
政
と
し
て
は
推
移
を

し
っ
か
り
見
守
り
な
が
ら
、

今
後
百
条
委
員
会
の
結
論
を

踏
ま
え
た
上
で
、
我
々
の
顧

問
弁
護
士
と
も
相
談
し
な
が

ら
適
切
な
対
処
で
進
め
た

い
。

　

談
合
情
報
が
あ
っ
た
場
合

の
提
出
を
求
め
る
誓
約
書
に

つ
い
て
は
、
今
の
場
合
は
既

に
執
行
さ
れ
、
工
事
も
完
了

し
た
こ
と
で
あ
り
、
今
後

し
っ
か
り
と
調
べ
直
し
て
対

処
し
て
い
き
た
い
。

　
　

今
回
の
教
訓
を
生
か
し

て
、
公
正
な
入
札
制
度
に
向

け
た
準
備
状
況
、
検
討
課
題

の
進
行
状
況
を
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

企
画
監
理
課
長

　

公
平
な
入
札
制
度
の
導
入

に
向
け
た
準
備
で
は
、
平
成

��
年
度
よ
り
予
定
価
格
の
事

前
公
表
を
取
り
や
め
、
事
後

公
表
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

入
札
に
関
係
す
る
書
類
の
保

管
、
管
理
等
、
事
務
的
手
続

も
含
め
、
再
確
認
・
点
検
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

課
題
で
は
、
条
件
つ
き
一

般
競
争
入
札
等
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
関
係
職
員
の
理
解

を
一
致
さ
せ
る
た
め
、
愛
荘

町
よ
り
担
当
者
を
講
師
に
招

き
、
役
場
職
員
を
対
象
に
研

修
会
を
開
く
予
定
な
ど
し
て

十
分
研
修
を
深
め
て
い
き
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
湖
東
圏
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
に
つ
い
て
、「
大

都
市
」
彦
根
市
に
従
属
す

る
こ
と
な
く
、
対
等
平
等

の
連
携
の
た
め
に
は
、
甲

良
町
は
甲
良
町
の
地
形
・

公
共
施
設
の
配
置
状
況
・

町
民
ニ
ー
ズ
な
ど
独
自
の

課
題
・
計
画
を
先
行
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
、

な
ど
質
問
。

▼
農
業
振
興
に
つ
い
て
。

▼
国
民
健
康
保
険
問
題
の
根

本
的
解
決
の
た
め
に
。

不
正
の
根
を
な
く
し
、

  

開
か
れ
た
町
政
の
た
め
に

    

「
官
製
談
合
」
疑
惑
の
全
容
解
明
を

 

百
条
調
査
委
員
会
の
こ
れ
ま
で

村
田
局
長
を
し
の
び

　

長
年
に
渡
り
甲
良
町

行
政
内
に
活
躍
さ
れ
て

き
た
村
田
和
久
廣
氏
が

ご
存
じ
の
通
り
去
る
６

月
２
日
こ
の
世
を
去
ら

れ
ま
し
た
。

　

い
つ
一
体
ど
こ
で
何

が
あ
っ
た
の
か
親
族
又

知
人
・
友
人
に
と
っ
て

は
大
変
無
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
彼
は
昭
和
��
年

４
月
甲
良
町
役
場
に
入

り
総
務
課
配
属
、
平
成

17
年
４
月
に
同
和
対
策

課
長
に
就
任
。
平
成
18

年
４
月
に
人
権
主
監
に

就
任
。
平
成
�1
年
４
月

議
会
事
務
局
長
に
就
任

を
さ
れ
、
庁
内
に
お
い

て
も
早
く
か
ら
監
理
職

の
立
場
に
な
り
数
々
の

功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

又
家
庭
に
お
い
て
も
母

親
を
大
事
に
し
又
奥
さ

ん
子
供
特
に
孫
に
大
変

優
し
い
人
で
し
た
。

　

本
当
に
す
ば
ら
し
い

人
だ
っ
た
だ
け
に
唯
々

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

６
月
�0
日
午
後
よ
り
甲
良

町
議
会
に
て
甲
良
中
学
一
年

生
61
名
が
参
加
し
池
田
拓
朗

君
を
議
長
の
も
と
1�
人
の
生

徒
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

【
質
問
事
項
】

■
先
日
、
下
校
時
間
に
学
校

前
で
接
触
事
故
が
あ
っ
た
と

聞
い
た
の
で
す
が
横
断
歩
道

を
作
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
。

■
甲
良
町
議
会
は
主
に
ど
ん

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
教

え
て
下
さ
い
。

■
甲
良
町
を
良
く
す
る
為
に

私
達
も
ポ
イ
捨
て
は
し
な

い
、
環
境
に
悪
い
事
は
し
な

い
と
い
う
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
町
の
決
ま
り
や
ル
ー

ル
を
作
る
為
に
ど
ん
な
事
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

第
５
回
中
学
生
議
会
開
催

■
甲
良
町
に
多
く
の
人
が

住
め
る
よ
う
に
具
体
的
な

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
な
ど
あ

り
ま
す
か
。

■
僕
た
ち
が
甲
良
町
を
誇
れ

る
町
に
し
て
い
く
為
に
出
来

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
教
え
て

く
だ
さ
い
。

■
私
は
障
害
者
の
事
を
考
え

て
み
ま
し
た
。
甲
良
町
に
は

ど
ん
な
福
祉
施
設
が
あ
り
ま

す
か
。

■
最
近
ニ
ュ
ー
ス
で
合
併
の

話
が
で
て
い
ま
す
が
合
併
に

つ
い
て
ど
ん
な
考
え
を
持
っ

て
将
来
ど
の
様
に
な
っ
て
い

く
の
か
教
え
て
下
さ
い
。

■
甲
良
町
を
活
気
あ
る
町
に

す
る
為
に
産
業
を
活
発
に
し

て
町
の
収
入
を
増
や
し
て
い

け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
甲
良
町
は
収
入
を
増
や

す
為
に
ど
の
様
な
取
組
み
を

考
え
て
い
ま
す
か
。　
　
　

　

こ
の
様
な
質
問
に
対
し
て

各
課
担
当
課
長
よ
り
答
弁
が

さ
れ
ま
し
た
。

百
条
委
員
会
と
は

　

地
方
自
治
法
百
条
に
基
づ

き
地
方
議
会
が
自
治
体
の
行

政
事
務
に
つ
い
て
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
に
設
け
る
委
員
会
。
そ
の

調
査
権
は
国
会
の
国
政
調
査

権
に
相
当
す
る
も
の
で
調
査

に
必
要
な
関
係
者
の
出
頭
、

証
言
、
記
録
の
提
出
を
求
め

る
事
が
で
き
、
こ
れ
に
違
反

す
れ
ば
そ
の
関
係
者
は
告
発

さ
れ
正
当
な
理
由
が
な
く
て

出
頭
や
証
言
し
な
い
時
は
罰

せ
ら
れ
る
。
自
治
体
に
疑
惑

や
不
正
事
件
が
発
生
し
た
場

合
に
設
け
る
例
が
多
い
。
し

か
し
実
際
に
は
議
会
の
会
派

構
成
や
政
治
事
情
に
左
右
さ

れ
て
百
条
委
員
会
の
設
置
が

否
決
さ
れ
た
り
設
置
さ
れ
て

も
疑
惑
が
充
分
に
解
明
さ
れ

な
い
ま
ま
終
る
例
が
少
な
く

な
い
。

し
当
該
不
祥
事
件
等
が
発
生

す
る
に
当
っ
て
の
原
因
と
し

て
、
当
該
団
体
（
町
）
の
組

織
や
人
事
管
理
に
問
題
が
無

か
っ
た
の
か
、
不
祥
事
件
が

起
こ
っ
た
背
景
は
ど
の
様
な

も
の
で
あ
る
の
か
、
事
務
の

執
行
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

た
か
。
そ
し
て
今
後
ど
の
様

に
す
れ
ば
こ
の
様
な
不
祥
事

件
等
が
起
こ
ら
な
い
様
な
体

制
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
調
査
す
る
事
が
目
的
で
あ

る
。

　

地
方
公
共
団
体
（
町
）
の

事
務
に
関
わ
る
範
囲
で
起

こ
っ
た
不
祥
事
件
等
に
対

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯　

百
条
委
員
会
の
目
的

※
３
月
９
日　

西
澤
議
員
よ

り
公
共
工
事
の
入
札
に
か
か

わ
る
官
製
談
合
疑
惑
の
調
査

に
関
す
る
決
議
（
案
）
を
提

出
。

※
議
長
よ
り
研
修
及
勉
強
会

を
し
た
上
で
慎
重
に
百
条
委

員
会
の
運
営
を
す
る
よ
う
に

と
い
う
意
見
も
聞
き
入
れ
ず

委
員
会
を
開
催
。

※
山
口
透
と
以
前
よ
り
相
談

相
手
で
あ
っ
た
西
澤
議
員
を

通
じ
て
Ｃ
Ｄ
が
証
拠
品
と
し

て
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る

 

５
月
６
日  

山
口
透
氏
尋
問

野
瀬
氏
よ
り
と
っ
た
Ｃ
Ｄ
録

音
の
経
緯
。
以
前
よ
り
西
澤
、

建
部
議
員
に
相
談
。
宮
嵜
議

員
は
人
を
介
し
て
相
談
。
他

 

野
瀬
元
総
務
主
監
尋
問

入
札
審
査
会
の
経
緯
。
制
限

価
格
算
定
に
つ
い
て
。
官
製

談
合
を
否
定
。
山
口
氏
よ
り

テ
ー
プ
を
と
ら
れ
た
経
緯
。

テ
ー
プ
の
内
容
否
定
。
他

 

５
月
14
日
浜
野
圭
市
尋
問

山
口
の
テ
ー
プ
内
容
否
定
。

入
札
の
経
緯
。
官
製
談
合
否

定
。
他

 

山
﨑
元
町
長
尋
問

山
口
の
テ
ー
プ
内
容
否
定
。

入
札
の
経
緯
。
官
製
談
合
の

否
定
。
他

 

山
田
議
長
尋
問

山
口
の
テ
ー
プ
内
容
否
定
。

官
製
談
合
の
否
定
。
他

　

大
変
町
民
の
皆
様
に
は
ご

心
配
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

お
り
ま
す
こ
と
誠
に
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
い

解
明
に
努
力
致
し
ま
す
。
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楽
し
い
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
し
た
!!

　

夏
休
み
と
い
え
ば
思
い
出
す
の
は
、
ラ
ジ
オ
体
操

で
す
。
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
す
か
？ 

ラ
ジ
オ
体
操

の
ル
ー
ツ
を
。

　

そ
う
で
す
始
ま
り
は
昭
和
３
年
「
国
民
健
康
体

操
」
と
い
う
名
前
で
し
た
。

　

そ
の
年
の
11
月
１
日
に
初
め
て
当
時
の
東
京
中

央
放
送
局
（
現
在
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
か
ら
、
ラ
ジ
オ
放
送

を
さ
れ
た
の
が
最
初
で
し
た
。

　

今
の
様
な
ラ
ジ
オ
体
操
の
型

か
た
ちの
集
ま
り
は
、
昭
和

５
年
、
東
京
の
あ
る
街
で
地
区
の
お
ま
わ
り
さ
ん

が
、
子
供
達
が
元
気
に
な
る
様
に
と
願
っ
て
「
子
供

の
早は

や
お
き起
大
会
」
と
称
し
て
呼
び
か
け
た
の
が
キ
ッ
カ

ケ
だ
そ
う
で
す
。

　

甲
良
町
に
お
住
ま
い
の
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
を

始
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
毎
朝

ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
、
こ
の
暑
さ
に
負
け
な
い

様
、
体
力
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

山
田
壽
一

 5月
 6日 第3回官製談合疑惑調査特別委員会
 8日 高虎サミットｉｎこうら
 9日 法養寺お田植え祭
 14日 第4回官製談合疑惑調査特別委員会
  県町村監査委員協議会定期総会
 17～19日　全国町村議会議長研修会
 20日 徳島県勝名地区議長会視察受入れ
 24日 第5回官製談合疑惑調査特別委員会
 26日 例月出納検査・定期監査
 29日 防犯自治総会・暴力追放住民会議
 30日 正楽寺　道誉バサラまつり
 31日 第6回官製談合疑惑調査特別委員会

 6月
 8日 全員協議会
  6月定例議会（開会）
 10日 全員協議会
 11日 6月定例会・一般質問（閉会）
 15日 広報特別委員会
 17日 町営林委員視察
 21日 例月出納検査・財政援助団体監査

 23日 第7回官製談合疑惑調査特別委員会
 25日 彦根市・犬上郡営林組合臨時議会
  大滝山林組合議員研修
 30日 第5回中学生議会
  広報特別委員会

 7月
 5日 第8回官製談合疑惑調査特別委員会
 7日 国道307号改良促進協議会総会
 13日 国道8号バイパス建設促進期成同盟会総会
 15日 議会広報特別委員会
 17日 呉竹センター「はばたきの館」竣工式典
 20日 県市町村議会議員公務災害補償等組合臨時会
  町村議会議長会第2回理事会
  彦・愛・犬議長会総会
 21～22日　例月出納検査・決算審査
 27日 決算審査
 28日 北方領土返還要求運動滋賀県民会議総会・研修会
 30日 中学生海外派遣壮行会
  湖東三山インター建設促進同盟会総会
 31日 町夏まつり

9月定例会は9月7日（火）開会の予定です。

議会日誌

呉
竹
合
唱
団　
団 

長　

岡
田
龍
己

　

私
た
ち
は
、
甲
良
町
呉
竹
む
ら
づ

く
り
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心

に
、サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
月
２
回
、

楽
し
く
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

呉
竹
む
ら
づ
く
り
委
員
会
で
は
、

「
ふ
れ
あ
い
・
協
同
・
交
流
」
を
念

頭
に
、
人
権
を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
が
な
く
な
る
こ
と
を
願
い
、

種
々
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
に
、
河
川
の
堤
防
美
化
の
た

め
、
近
隣
集
落
と
の
協
同
作
業
に
よ
る
草
刈
・
桜
の
植
樹
活
動
、

ま
た
、
梅
を
栽
培
し
呉
竹
の
梅
を
食
べ
て
も
ら
う
活
動
、
さ
ら

に
は
、
呉
竹
で
生
ま
れ
大
き
く
育
て
た
錦
鯉
が
、
近
隣
集
落
の

川
や
公
園
の
池
を
い
ろ
ど
り
、
親
善
大
使
と
な
る
よ
う
願
う
活

動
、
呉
竹
の
公
園
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
整
備
し
多
く

の
人
々
が
来
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
活
動
等
々
・
・
・
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
交
流
活
動
が
、
男
性
中
心
か
ら
多
く
の
女
性

が
参
加
で
き
る
取
り
組
み
へ
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
平
成
16
年

１
月
呉
竹
合
唱
団
が
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

現
在
、
男
性
会
員
1�
名
、
女
性

会
員
�1
名
、
こ
の
内
、
他
の
集
落

よ
り
19
名
の
方
が
参
加
し
て
い
た

だ
き
目
的
は
大
き
く
前
進
し
て

い
ま
す
。

　

私
達
の
歌
に
こ
め
た「
願
い
・

思
い
」
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、

一
日
も
早
く
差
別
の
な
い
明

る
い
社
会
が
来
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
ま
す
。

〈長寺東〉地域の大人も参加して

〈金屋〉地域の大人も参加してラジオ体操


